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1 はじめに
初めて古文書を解読する（以降，翻刻）には，まず古
文書から一文字を見つけ出し，その文字を現代の文字に
置き換える必要がある．置き換えの次に，各文字同士の
つながりを考えて，単語を作ることで文章の理解ができ
るようになる．
しかし，この一文字の置き換えから単語を作るまでの
ステップには，多くの経験を積まないと進むことができ
ず，翻刻初学者にとって大きな壁となる．
今村の研究 [1]により，言語初学者が単語を自動的に
把握することは内容理解に認知資源を使えるため，読解
に重要であることが分かっている．そこで古文書でも同
様に，翻刻初学者が単語を自動的に把握する方法として
形態素解析を用いて古文書に書かれる文章から単語を検
出し，検出した単語部分に傍線を引くことで翻刻初学者
に強調して提示する．
前述の方法を実現するために本研究の目的は，古文書
における形態素解析を用いた単語検出である．検出され
た単語から成功例と失敗例を比較し，提案手法が単語と
して成立するかを確認する．
2 単語検出の提案手法
古文書内の単語を検出する方法の一つとして，形態素
解析を用いる．この形態素解析を用いることで，数字や
地名などの辞書に載らない単語も提示が可能である．
現代語で使われる係り受け規則 [2]を参考に，本提案
手法である次の表 1 合成語のルールを作成する．合成語
は取得した品詞同士における係り受けの処理により単語
を検出できる．

表 1 合成語のルール
ルール 用法
１ 数詞同士を足し合わせる
２ 連体詞と名詞を足し合わせる
３ 接頭辞と名詞/動詞を足し合わせる
４ 数詞と助数詞を足し合わせる
５ 名詞と接尾辞を足し合わせる
６ 人名と一般を足し合わせる

3 単語検出に関する実験
3.1 実験目的
本実験では，形態素解析・合成語のルールを用いたと
き，古文書に対する単語検出の成功例と失敗例の結果を
明らかにする．単語検出の結果を比較することで更なる
合成語のルールが必要であるかを判断する．

3.2 実験方法
本実験で取り扱う古文書は，歴史資料がデジタルデー
タとして保存されている「みんなで翻刻」から鳴門教育
大学が所蔵する「諸御趣意書并御下知向之写」，「公辺御
役人為御廻浦御立越諸御用一巻」である．形態素解析エ
ンジンは，MeCabを利用し，参照するデータベースは
UniDicが公開する近世文語 UniDic[3]を扱う ．
本実験では単一の形態素から成る単語を単純語，複数
の形態素から成る単語を合成語として扱うことで，形態
素と単語を区別する．

3.3 実験結果
次に単語の検出結果の一例を示す．

図 1 検出した単語（正解と失敗)

図 1から提案手法による合成語のルールによって，「御」
や「日」などの接頭辞・接尾辞が単語として検出された．
しかし，連続した地域の名前・「之」などの代名詞は表
1では単語として検出できないことが分かる．
4 考察
結果から本提案手法である合成語のルールでは，検出
できる単語は接頭辞・接尾辞や数詞の連結などと限りが
ある．そこで失敗した単語を検出するために連続した地
名や「之」などの代名詞に対応する更なるルールの追加
が必要である．
5 おわりに
本実験の結果では失敗の単語を含んでいた．しかし，
翻刻初学者に提示するためには失敗を含まない単語検出
を目指す必要性がある．
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